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平成２６年度公益財団法人佐野市民文化振興事業団事業計画  

 

１．基本方針  

平成２０年１２月に公益法人制度改革関連三法が施行されたことに伴い、

当財団も、平成２４年４月１日に「公益財団法人佐野市民文化振興事業団」

として設立登記を完了した。新公益法人制度の下では、評議員及び役員の法

人に対する責務がこれまで以上に明確になることから、各々が役割を果たし、

健全な法人運営に寄与することが求められる。   

平成２６年度は、公益法人として３年目を迎えるが、当事業団定款の趣意

に沿って「すべての市民が優れた文化環境のもとで、うるおいと活力のある

生活を営める地域社会の実現」を基本理念に、本市の芸術・文化の振興を図

るための公益事業の一層の充実に努めていく。  

 

２．公益目的事業  

（１）芸術・文化に触れる機会を提供することを目的とした体験、講座、企

画展共催事業  

①演劇鑑賞教室事業  

伝統芸能や文楽などの日本の伝統文化の鑑賞に気軽に参加し、生で本物

の舞台芸術に触れる機会を提供する事業として次の事業を実施する。  

内 容  ７月歌舞伎鑑賞教室  

演 目  解説「歌舞伎のみかた」、名作の上演  

場 所  国立劇場大劇場  

 

②企画展共同開催事業  

  吉澤記念美術館・郷土博物館と連携し、市民の方々が気軽に企画展を鑑

賞してもらえるように、美術鑑賞ツアーを開催する。  

   

③芸術文化に関する人材育成事業  

 芸術・文化の振興や創造活動を通じて優れた文化的環境を促進するため

には、芸術・文化に対して専門的な知識を持つ人材が必要であり、そのよ

うな人材を育成するために次の事業を実施する。  

（ア）舞台裏方講座    

    舞台装置、音響、照明の基礎を学びながら、普段は見ることので

きない施設自体が持つ魅力に触れ、舞台に関心を持ってもらう。  

 （イ）アートマネジメント講座   

     文化ホールやギャラリー等の施設を使用し、市民が主体となって

「文化サロン（仮称）」事業をプロデュースする。  

 （ウ）子ども演劇サマースクール  

     演劇という創作活動を通じて、子どもたちが自発的に学ぶ機会を



提供するワークショップである。プロの俳優の指導のもと、実際に

演じ、発表するという経験により、舞台芸術をより身近なものに感

じてもらうほか、子どもたちのコミュニケーションスキルの向上に

もつながる。  

 

（２）市民の芸術・文化活動や伝統文化の保存・育成を担う団体に対する助

成・支援事業  

 個人の楽しみから発した芸術・文化活動や地域の人々に根ざした伝統文化

の保存・育成を支援することで、芸術・文化の質を高め、裾野をより拡大し、

芸術・文化のもたらす力を市民の文化生活の充実に活かすことで、潤いと活

力のある地域社会の創造に寄与する。  

①芸術・文化団体による主催事業への支援  

 ②伝統芸能保存活動への支援  

 ※芸術・文化活動助成金（１団体あたりの上限額：１５０千円）  

 

（３）芸術文化に関する情報収集・提供事業  

 ①事業団報「かがやき」の全戸配布  

   年１回（９月）発行。各世帯に配布、各施設に設置する。  

 

 ②「文化・芸術アンケート」の実施  

   ４月実施予定。集計結果については、団報「かがやき」に掲載  

   佐野市が目指すべき文化・芸術等の方向性を明らかにし、豊かな心を

育む文化の継承・発展を図るため、市民の文化・芸術等に対する意識や

現状などを把握し、今後の事業の参考とすべく実施するものである。  

 

 ③広報誌・インターネットの活用  

   事業のＰＲのために、市の広報誌や、新聞、ケーブルテレビ等を活用

し、積極的に市民への情報提供を行うほか、ホームページの充実を図り、

事業・イベント情報を随時発信する。  



 

平成２６度公益財団法人佐野市民文化振興事業団行事予定表  

 

実施月  事業名および内容  会場等  

４  平成２５年度事業・決算監査  田沼中央公民館  

４  文化・芸術アンケート実施  各世帯  

５  通常理事会・定時評議員会  文化会館  

６  平成２５年度決算報告  市議会  

７  歌舞伎鑑賞教室  国立劇場 

７  子ども演劇サマースクール  あくとプラザ 

９  事業団報「かがやき」発行  
各世帯  

各施設  

１１  企画展共同開催事業（美術鑑賞ツアー）  
郷土博物館  

吉澤記念美術館  

１１  臨時理事会・臨時評議員会  文化会館  

１  舞台裏方講座  あくとプラザ  

１  
アートマネジメント講座「文化サロン（仮

称）」  
文化会館  

１  事業選考委員会  文化会館  

２  通常理事会・臨時評議員会  文化会館  

  

 

 



　

（単位：千円）

Ⅰ一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　（１）経常収益　　　

　　①基本財産運用益

　　　　　基本財産運用益 5,616 4,850 766 運用益

    ②特定資産運用益

　　特定資産（管理運営財産）運用益 2,224 2,222 2 運用益

　　③受取補助金等収益

　　　　　受取出捐金 0 0 0 佐野市出捐金

　　④寄附金収益

　　　　　寄附金収益 0 1 △ 1

　　⑤事業収益

　　　　　参加者負担金 200 200 0

　　⑥雑収益

　　　　　受取利息 1 1 0

　　　　　その他収益 0 1 △ 1

　　　　事業活動収入計 8,041 7,275 766

　（２）経常費用

　　①事業費支出 6,441 5,129 1,312

　ⅰ　演劇鑑賞教室事業 325 436 △ 111

　　　旅費交通費 100 200 △ 100

　　　通信運搬費 4 4 0

　　　保険料 4 4 0

　　　支払負担金 200 212 △ 12

　　　支払手数料 1 1 0

　　　雑費 16 15 1

　ⅱ　企画展共同開催事業 121 779 △ 658

　　　旅費交通費 50 0 50

　　　通信運搬費 6 1 5

　　　消耗品費 0 44 △ 44

　　　保険料 4 102 △ 98

　　　諸謝金 0 49 △ 49

　　　租税公課 0 5 △ 5

　　　委託料 0 554 △ 554

　　　支払負担金 60 13 47

　　　支払手数料 1 1 0

　　　雑費 0 10 △ 10

科　　　目 前年度予算額 増減 備　　　考

Ⅱ　　　平成２６年度公益財団法人佐野市民文化振興事業団

平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで

収支予算書（正味財産増減計算ベース）

予算額



 ⅲ　芸術・文化活動人材育成事業 3,116 2,386 730

　　　通信運搬費 120 4 116

　　　消耗品費 70 10 60

　　　印刷製本費 550 200 350

　　　保険料 12 15 △ 3

　　　旅費交通費 273 224 49

　　　諸謝金 1,820 1,404 416
子ども演劇サマースクール、
アートマネジメント講座、舞台裏
方講座講師謝金

　　　租税公課 186 156 30

　　　支払負担金 0 350 △ 350

　　　支払手数料 5 3 2

　　　賃借料 50 0 50

　　　雑費 30 20 10

　ⅳ　芸術・文化活動助成事業 583 361 222

　　　通信運搬費 31 11 20

　　　印刷製本費 50 50 0

　　　支払助成金 500 300 200

　　　支払手数料 2 0 2

　ⅴ　共通事業経費 2,296 1,167 1,129

　　　通信運搬費 85 82 3

　　　消耗什器備品費 83 80 3

　　　消耗品費 83 80 3

　　　減価償却費 103 103 0

　　　保険料 25 25 0

　　　印刷製本費 400 300 100 団報「かがやき」

　　　燃料費 60 40 20

　　　修繕費 62 60 2

　　　システム管理費 390 302 88 事業団会計システム

　　　諸謝金 50 50 0

　　　租税公課 13 12 1

　　　委託料 900 0 900 文化・芸術アンケート

　　　支払手数料 7 3 4

　　　雑費 35 30 5

　　②管理費支出 1,489 1,188 301

　　　会議研修費 155 150 5

　　　旅費交通費 170 66 104

　　　通信運搬費 85 52 33

　　　交際費 20 20 0

　　　減価償却費 103 103 0

　　　消耗什器備品費 31 30 1

　　　消耗品費 31 30 1

　　　修繕費 62 60 2

　　　印刷製本費 103 70 33

　　　燃料費 60 40 20

　　　保険料 30 25 5

　　　諸謝金 17 17 0



　　　租税公課 11 10 1

　　　システム管理費 390 302 88

　　　支払負担金 69 66 3

　　　支払利息 100 100 0

　　　支払手数料 17 17 0

　　　雑費 35 30 5

  　　　経常費用計 7,930 6,317 1,613

　　　　　当期経常増減額 111 958 △ 847

　　　　経常外収益計 0 0 0

　（２）経常外費用

　　　　経常外費用計 0 0 0

　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　　当期一般正味財産増減額 111 958 △ 847

　　　　　　一般正味財産期首残高 40,763 39,805 958

　　　　　　一般正味財産期末残高 40,874 40,763 111

Ⅱ指定正味財産増減の部

　　　　　①基本財産運用益

　　　　　　　基本財産受取利息 6,206 7,111 △ 905

　　　　　②特定資産運用益

　　　　　　　特定資産受取利息 2,237 2,233 4

　　　　　③一般正味財産への振替額

　　　　　　　一般正味財産への振替額 △ 7,841 △ 7,072 △ 769

　　　　　　当期指定正味財産増減額 602 2,272 △ 1,670

　　　　　　指定正味財産期首残高 895,828 893,556 2,272

　　　　　　指定正味財産期末残高 896,430 895,828 602

Ⅲ正味財産期末残高 937,304 936,591 713

(注）
１．従来、収支予算書は「資金収支方式」により作成していたが、平成２４年度から公益法人認定法施行規則
第３０条に基づき、「正味財産増減計算方式」により作成している。
２．予算書は、公益法人会計基準の運用指針（平成２０年４月１１日内閣府公益認定等委員会）の「正味財産
増減計算書」の様式に準じて作成している。
３．前年度の一般正味財産及び指定正味財産の期末残高並びに当年度の一般正味財産及び指定正味財産の
期首・期末残高は、本予算編成時（平成２６年１月）における見込額である。



(単位：千円）

体験、講座、
共催事業

助成・
支援事業

共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 5,616 5,616 0 5,616

基本財産運用益 0 0 5,616 5,616 0 5,616

特定資産運用益 0 0 0 0 2,224 0 2,224

管理財産（特別事業基金）運用益 0 0 0 0 2,224 2,224

受取補助金等 0 0 0 0 0 0 0

出捐金 0 0 0 0 0

事業収入 200 0 0 200 0 0 200

事業参加者負担金 200 0 200 200

受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0

文化振興事業団寄附金 0 0 0 0 0

雑収益 0 0 0 0 1 0 1

現金預金受取利息 0 0 0 0 1 1

雑入 0 0 0 0 0 0

経常収益計 200 0 5,616 5,816 2,225 0 8,041

（２）経常費用

事業費 3,562 583 2,296 6,441 0 0 6,441

旅費交通費 423 423 423

通信運搬費 130 31 85 246 246

減価償却費 103 103 103

消耗什器備品費 83 83 83

消耗品費 70 83 153 153

修繕費 62 62 62

印刷製本費 550 50 400 1,000 1,000

燃料費 60 60 60

システム管理費 390 390 390

保険料 20 25 45 45

諸謝金 1,820 50 1,870 1,870

租税公課 186 13 199 199

賃借料 50 50 50

支払負担金　 260 260 260

支払助成金 500 500 500

支払手数料 7 2 7 16 16

委託費 0 900 900 900

雑費 46 35 81 81

法人会計
内部取引

控除
合計

公益目的事業会計
科     目

平成２６年度公益財団法人佐野市民文化振興事業団正味財産増減予算内訳書

平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで



管理費 1,489 0 1,489

会議研修費 155 155

旅費交通費 170 170

通信運搬費 85 85

交際費 20 20

減価償却費 103 103

消耗什器備品費 31 31

消耗品費 31 31

修繕費 62 62

印刷製本費 103 103

燃料費 60 60

保険料 30 30

諸謝金 17 17

租税公課 11 11

システム管理費 390 390

支払負担金 69 69

支払利息 100 100

支払手数料 17 17

雑費 35 35

経常費用計 3,562 583 2,296 6,441 1,489 0 7,930

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 3,362 △ 583 3,320 △ 625 736 0 111

基本財産評価損益等 0 0

特定資産評価損益等 0 0

投資有価証券評価損益等 0 0

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 3,362 △ 583 3,320 △ 625 736 0 111

２．経常外増減の部 0

（１）経常外収益 0

中科目別記載 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用 0

中科目別記載 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 3,362 △ 583 3,320 △ 625 736 0 111

一般正味財産期首残高 0 40,763 40,763

一般正味財産期末残高 △ 3,362 △ 583 3,320 △ 625 41,499 0 40,874

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0

基本財産受取利息 6,206 6,206 6,206

特定資産受取利息 0 2,237 2,237

一般正味財産への振替額 △ 5,616 △ 5,616 △ 2,225 △ 7,841

当期指定正味財産増減額 0 0 590 590 12 0 602

指定正味財産期首残高 500,261 500,261 395,567 895,828

指定正味財産期末残高 0 0 500,851 500,851 395,579 0 896,430

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 3,362 △ 583 504,171 500,226 437,078 0 937,304


